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【2025年2月22日(土)】第19回社会貢献活動見本市



公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが一般市民とセーブ・ザ・チルドレンの支援を利用している世帯（保護
者・子ども）の3万人を対象に子どもの貧困と子どもの権利に関する意識調査を実施しました。
アンケートからは子どもの貧困の認知度が下がり、子どもの権利も周知されてないことが見えてきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調査データはQRコードからご覧いただけます）

他方、豊島区では１月に子ども食堂ネットワーク研修でこどものセーフガーディング（※）について学びました。
このような機会を増やし、おとな自身が様々な場面で子どもの権利や意見表明について知ることが、結果的に子どもの貧
困解決につながるのかなと感じました。

調査の中で印象的だったことは、「現在の日本の社会における子どもの生活に必要であり、欲すれば、すべての子どもが
これを持つことができるべきと思いますか？」という問いで、
① スマートフォン　② 誕生日やクリスマス、お正月などの特別な日のお祝い
③ インターネットにつながるパソコン環境　➃ 自分の部屋
については、おとなと子どもの意見に大きな差がありました。
子どもは必要と言っているのですが、おとなはさほど必要と感じてないようです。

子どもにとっては楽しいクリスマス、なかなか家で祝うことができなくても
多くの皆さんが素敵なクリスマスを過ごしてほしくて
子ども食堂ではいろんなプレゼントを子どもたちに手渡し、嬉しい気持ち、楽しい気持ちを経験できます。

12月の子ども食堂では、西武池袋本店さんから、店舗の洋菓子売場「アンリ・シャルパンティエ」のお菓子をいただきま
した！「クリスマスの喜びをシェアして、より多くのこどもたちに幸せを届けたい」という一従業員の想いから生まれた
「クリスマス スイーツサンタ」にご賛同されたお客さまに購入いただいたプレゼント用のお菓子を、西武池袋本店さん
がお客さまに代わり、子ども食堂のこどもたちに届けてくれました。

豊島区が取り組んでいるとしま子ども若者応援プロジェクトを通じて、イケアさんからかわいいぬいぐるみをいただきま
した！イケアさんではすべての子どもたちに笑顔溢れるクリスマスを過ごしてもらいたい、そんな願いからこのプロジェ
クトをスタートしています。
お客さまから購入いただいたぬいぐるみやおもちゃなどをイケアさんが代わって子どもたちへ寄付しています。

特別な日のお祝い

他にも、
扶桑建設さんからシュークリーム！
エイベックスさんからのお菓子！
茨城の子ども食堂さんからサツマイモ！
地域の方からピザ！
など、沢山のプレゼントをいただきとても楽しくて
あたたかいクリスマスが出来ました。

地域に子ども食堂があることで、子どもが多くの人と記念
日を祝い、
大切にされる機会を増やすことで寛容な地域未来を創るん
だと思っています。

※子どものセーフガーディングとは
関係者による虐待や搾取など、子どもの権利に反する行為や危険を防止し、安心・安全な活動と運営を目指す組織的取り組みです。
疑念が生じた場合の対応と再発防止も含む包括的なものです。（公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンHPより抜粋）



WAKUWAKUホーム　実践報告会

1月20日、IKE･Bizとしま産業振興プラザにて「WAKUWAKUホーム報告会」が行われました。ご来場いただいた皆様から沢
山の激励の言葉をいただき大変励みになりました。
子ども家庭福祉研究・研修機構長西郷泰之さんから『ファミリー・グループ・カンファレンス』について、ロンドン郊外の
CAMDENという地域での実践を織り交ぜながらご講演いただき、新たな取り組みについての学びになりました。

この1年、WAKUWAKUホームでは沢山の子ども達の変化を感じる事ができました。人見知りだった子どもが周囲の子ども
達に負けじと話しかけてくる姿、いつの間にかスタッフとの会話に敬語を使わなくなっている姿、そんな姿が日常的に見ら
れるようになりました。その中でも“良い子”であった子どもが自己主張する姿を見せてくれた時の嬉しさはひとしおです。
食事中、自分の好き嫌いをハッキリ伝えてくれたり、宿題をしたくないと寝転がる姿を見て、自然体の様子をさらけ出して
くれることに嬉しくなりました。

また、子ども達が様々なボランティアさんと接することで受けた影響も大きく、子どもの成長は周囲の大人によって変化す
るという事を肌で感じた1年でした。

2017年の4月にオープンしたWAKUWAKUホームに、どんどんおせっかえる（お世話になったお返しをしにきてくれてい
る）の存在が増えています。大人になった彼らが進んで子ども達と関わる姿に、おせっかい精神を感じて温かな気持ちにな
ります。
これから先も、彼らの人生にWAKUWAKUホームが寄り添い続けていくことを願いながら、今日もホームでみんなの帰りを
待っています。（はな）

おせっかえるマルシェ開催しました！

昨年８月開催し大好評だった、【おせっかえるマルシェ】の第２弾が２月２日（日）開催されました。
「おせっかえる」とは、WAKUWAKUの活動に参加してきた方たち（大きくなった子どもたちや、そのお母さんたちなど）
のことです。WAKUWAKUで繋がったご縁を活かし、ボランティアとして地域にかえる（帰る）というおせっかいの循環を
目指して、「おせっかえる活動」という仕組みづくりをはじめました。

「おせっかえるマルシェ」はおせっかえるさんの提案からカタチになっており、企画、準備、当日運営まで、すべておせっ
かえるさん主導で行われています。 今年は晴れた日が続く冬の天気でしたが、なぜかこの日だけ雪の予報・・・
 当日朝、恐る恐るカーテンを開け、雪でないことはホッとしましたが、冷たい雨が降っており来ていただく方に影響しな
いか心配でした。 今回も12月のフードサポ―ト開催時にたくさんのご家庭から使わなくなった習字道具やサッカーボール
などのご寄付をいただき、トラック2往復分の沢山の気持ちをのせて会場に向かいました。

前回は会場が狭くてかなり混雑してしまいましたが、今回は広い会場で開催できたので、ランドセル、学用品、文房具、ベ
ビー用品、スポーツ用品など沢山のご寄付をゆっくりと選んでいただけました。 ご来場いただいた方からは「新学期を前
に文房具を揃えられてありがたい」「少しの間しか使わない学用品は助かります」「次に誰かが使えるように大事に使いま
す」などなど・・・ご寄付いただいた方の気持ちがきちんと届いているようでした！ 時間の都合で一番最後にお越しいた
だい外国籍のご家族。お話してみたら４月入学の新一年生

その子を待っていたように奇跡的に新品のピンクのランドセルが
残っていて、嬉しそうにもって帰りました。
たくさんの方の温かいお気持ちを、使いたい方に橋渡しすることが
でき、おせっかえる一同嬉しい気持ちになりました。

新学期に必要そうな様々な文具をご提供くださったTIS株式会社様、
ランドセルや文具をご提供くださったマツダ株式会社様
そして、様々なご寄付をお寄せいただきました皆様、ありがとうご
ざいました。



ご支援よろしくお願いします

今回のみのご寄付から月単位での継続したものまでご利用いただくことが可能です。

カード決済又は、ゆうちょの口座へお振込みいただく方は、ＷＡＫＵＷＡＫＵのホームページ
の寄付画面または、右記ＱＲコードよりご確認ください。

必要情報を記入後、振り込みの場合は、クリック後及びメールに、振込先の口座番号等の情報
が記載されています。

今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
※下記口座に直接お振込みの場合は、必ずメールにて「お名前」「住所」「電話番号」「入金予定日」をお伝えください。
ご連絡がなくお振込みいただきました場合は、寄付金控除の受領書が送付できないため、よろしくお願いいたします。
お問合せメールアドレス ： support@toshimawakuwaku.com

「ゆうちょ銀行からお振込の場合」
【口座番号】 ００１７０-５-７２８８０８　【加入者名】 豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵネットワーク
「ゆうちょ銀行以外からお振込の場合」
【店名】 ○一八（読み　ゼロイチハチ）【店番】 ０１８　【預金種目】 普通預金　【口座番号】 ５６３９６２９

https://toshimawakuwaku.com/support/

毎月1回WAKUWAKUの活動を紹介するメルマガを発行しております。皆さま是非ご登録下さい！！

「毎月、サンタ」プロジェクト

「地域がつながるプロジェクト」はコロナ禍に、豊島区から事業委託を受けて、子ども家庭支援センターとの協働で4年間
実施してきました。
今年度は残念ながら予算がつきませんでしたが、こども家庭庁ひとり親家庭等の子どもの食事等支援事業に公募し、その補
助金で実施しました。

このプロジェクトは、ひとり親家庭など困難を抱えるお家に、地域の訪問員（おせっかいさん）が毎月1回お菓子などのプ
レゼントをもって訪問し、地域で子どもを見守る事業です。
今年度は8月から1月まで、67家庭を訪問しました。

同じ地域住民同士がつながる「地域がつながるプロジェクト」というネーミングには強い思い入れがあります。しかし、こ
のネーミングのままだと豊島区の事業だと思われるので変更してほしいと言われ「毎月、サンタがやってくる」というネー
ミングに泣く泣く変更しました。事業の規模は小さくなりましたが、それでも、これまでつながってきた方たちに加え、新
規の家庭もあり、地域のつながりは増えています。

あるご家庭では、最初はお子さんと全く言葉を交
わすことができませんでした。２回３回と訪問を
重ねる中、偶然スーパーで買い物していた訪問員
さんをみつけ、トントンと腕をたたいて挨拶して
くれたそうです。このプロジェクトで知り合わな
ければ、ずっと知らない者どうしだったと思いま
す。知らない人と話してはいけないと教えられる
ご時世、安心して言葉を交わせる地域の繋がりづ
くりの大切さを実感します。

いろいろな方法で、網の目のように地域がつなが
り、誰ひとり取り残さない地域をめざしたいと思
います。


